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酒井健夫 ･伊藤琢也 (日本大 ･生物相原･獣医衛生)
霊長規の免疫機構解明の一環としてのリンパ球発現退伝子の脈析計画に拡づき､その解析技
術と基礎:Ft料を得るため､ヒト､ウシ､ブタ､マウスおよびハンドウイルカのリンパ球における
各校サイトカイン迫伝子 (IL･1α,IL･1β,ⅠLlra,IL･4,IFNγおよび TNFα)の発現を
RT･PCR法にて確認した｡それぞれの動物から採取した末梢血液から密度勾配遠心法を用いて
白血球を分推し､その後コンカナバリンAを添加した10%ウシ胎仔血清加RPMI培養液で37℃
数時間刺激増発を行った.培キ後､市販の RNA抽出キットを用いてそれぞれの白血球からm
RNAを含む全RNAを抽出した｡続いてヒトおよびマウスのcDNA配列をもとに作製した各種
サイトカイン遺伝子検出プライマーを用いて各種動物の抽出RNAからRT･PCRを試みた｡そ
の結果､すべての動物桂においてそれぞれのサイトカイン遺伝子発現が確認された｡新たに得ら
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